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第 8 回「『偉大なるお節介症候群』＆『爆笑症候群』＆『爆睡症候群』＆『気

がかり症候群』」 

 

『偉大なるお節介症候群』認定証がある。 理事長・病院長 入江先生も 受証さ

れている（下記参照）。 診断基準は、以下の３か条である。 

 

一、暇げな風貌 

二、偉大なるお節介 

三、速効性と英断 

 

『爆笑症候群』      ：  「存在自体が周囲を明るくする人」 

『爆睡症候群』      ：  「楽観的に物事を考える人」 

『気がかり症候群』    ：  「自分の問題＝ユーモアと客体化」 

 

の認定証も発行している。 

 

ユーモア溢れる「『偉大なるお節介症候群』＆『爆笑症候群』＆『爆睡症候群』

＆『気がかり症候群』」は、歴史的意義があろう。 『気がかり症候群』の存在

意義は、「相手の必要に共感することであり、自分の気持ちで、接しない」こ

とである。「病理学」とは、「風貌を診て､心まで診る」学問分野でもある。 ま

さに「個性と多様性」の学びである。「病理学」の使命は「理念を持って現実

に向かい、現実の中に理念」を問う人材の育成である。 大局観を持つことが求

められる分野でもある。 受証を希望される方は「新渡戸稲造記念 がん哲学外

来」に 立ち寄って下さい。 

 

 

 

 

  



 

 
 

 

 

偉大なるお節介症候群 

認定証 

入江 徹也	
  殿 

貴殿は以下の診断基準を満たし た

ため、 ここに認定いたします。  

 

一、暇げな風貌 

二、偉大なるお節介 

三、速効性と英断 

 

平成 31 年 3 月 3 日 


